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賛
　
成

賛
　
成

令
和
5
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
9
月
定
例
会
最
終
日
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
決
算
に
対
す
る
討
論
が

行
わ
れ
、
2
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見
が
、
2
人
の
議
員
か
ら
反

対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
令
和
５
年
度
は
、
物
価
高
騰
に

よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
た
市
民

な
ど
へ
の
支
援
事
業
を
、
８
回
に

わ
た
る
補
正
予
算
に
よ
り
時
期
を

逸
す
る
こ
と
な
く
実
施
し
た
ほ

か
、
市
総
合
計
画
２
０
３
０
に
掲

げ
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
持
続

的
に
成
長
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
た
各
事
業
を
着
実

に
行
っ
た
も
の
と
評
価
す
る
。歳

出
に
関
し
、３
つ
の
基
本
方
針
に

基
づ
き
意
見
を
述
べ
る
。「
育
て

る
」で
は
、妊
産
婦
の
経
済
的
負
担

軽
減
を
図
る
施
策
と
し
て
、
妊
婦

健
康
診
査
費
用
の
補
助
額
増
額
や

新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
一
部
助

成
事
業
が
実
施
さ
れ
、
全
て
の
妊

婦
が
安
心
・
安
全
な
出
産
、子
育
て

を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
施
策
で

あ
っ
た
と
評
価
す
る
。「
稼
ぐ
」
で

は
、
市
内
製
造
業
へ
の
支
援
と
し

て
、
高
度
な
技
術
や
知
識
を
持
つ

外
国
人
高
度
人
材
の
雇
用
支
援

や
、
脱
炭
素
化
の
取
り
組
み
と
し

て
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
を
導

入
し
た
中
小
製
造
企
業
に
対
す
る

奨
励
金
制
度
の
創
設
に
よ
り
、
市

内
中
小
製
造
企
業
の
稼
ぐ
力
を
高

め
る
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
た
も

の
と
評
価
す
る
。「
支
え
る
」
で

は
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

や
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
運
用
開
始

な
ど
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
が
継

続
し
て
行
わ
れ
、
市
役
所
に
来
庁

せ
ず
24
時
間
行
政
手
続
が
可
能
に

な
る
な
ど
、市
民
、事
業
者
の
利
便

性
の
向
上
が
図
ら
れ
た
こ
と
を
評
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令和 5 年度決算状況（一般会計）

【市税】� 　１35億2,933万円
【民生費】
� １４3億9,547万円

【教育費】　
� ３2億６,597万円

【総務費】
� 　49億3,131万円

【衛生費】
� 　25億7,057万円

【消防費】
� 　　１5億9,317万円

【土木費】　
� 28億8,343万円

【公債費】
� 　17億9,218万円

【その他】
� 　　７億9,991万円

【国・県支出金】� 　90億9,639万円

【地方消費税交付金・地方特例交付金・
 地方交付税など】�  ４8億2,706万円

【市債】� １1億9,091万円

【国有提供施設等所在市町村
 助成交付金等】� 　１2億4,472万円

【地方譲与税】� 　　1億8,006万円

【繰入金】� 　　２億5,000万円

自
主
財
源

（
市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
お
金
）

依
存
財
源

（
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
借
り
入
れ
た
り
す
る
お
金
）

【財産収入・寄附金・ 繰入金・諸収入】
� １0億3,124万円

【繰越金】� 　１7億6,556万円

【分担金及び負担金】� 　１億6,448万円

【使用料及び手数料】� 　 １億4,538万円

歳 入
334億2,512万円334億2,512万円 322億3,200万円322億3,200万円

歳 出
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価
す
る
。
今
後
も
よ
り
よ
い
綾
瀬

市
の
将
来
の
た
め
邁
進
す
る
こ
と

を
要
望
し
、本
決
算
に
賛
成
す
る
。

�

（
志
政
あ
や
せ
）

●
令
和
５
年
度
決
算
は
、
市
民
の

安
全
・
安
心
に
寄
与
す
る
事
業
や

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
を
目
的
と

し
た
事
業
が
積
極
的
に
実
施
さ
れ

た
と
高
く
評
価
す
る
。
歳
出
の
款

別
に
意
見
を
述
べ
る
。
総
務
費
で

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金

は
、
本
市
の
活
性
化
に
資
す
る
事

業
の
推
進
の
た
め
の
財
源
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
活
用
さ

れ
た
。
今
後
も
フ
ァ
ン
の
獲
得
、

知
名
度
の
向
上
、
名
産
品
や
地
場

産
物
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

民
生
費
で
は
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
及
び
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に

対
す
る
給
付
金
給
付
は
、
物
価
高

騰
の
影
響
を
特
に
大
き
く
受
け
る

世
帯
の
負
担
軽
減
に
直
接
つ
な
が

る
も
の
で
あ
っ
た
ほ
か
、
待
機
児

童
の
解
消
に
向
け
、
保
育
士
な
ど

へ
の
処
遇
改
善
給
付
金
の
給
付

や
、
家
賃
の
一
部
補
助
に
よ
る
保

育
人
材
の
確
保
は
、
効
果
的
な
取

り
組
み
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
。

消
防
費
で
は
、
は
し
ご
付
き
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入
や
特
殊
車

両
の
更
新
、
災
害
用
ド
ロ
ー
ン
の

導
入
な
ど
、
資
機
材
の
整
備
に
よ

り
災
害
へ
の
対
応
能
力
を
高
め
る

こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
今
後
発
生

が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
な
ど
に
備
え
、
さ
ら
な
る
市

民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
期
待
す
る
。
今

後
も
人
口
減
少
や
超
高
齢
社
会
を

背
景
に
厳
し
い
財
政
運
営
が
見
込

ま
れ
る
が
、
市
民
目
線
に
立
っ
た

満
足
度
の
高
い
施
策
の
実
施
を
要

望
し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

�

（
公
明
党
）

反
　
対

反
　
対

●
本
決
算
で
は
、
５
億
円
以
上
の

市
債
を
減
ら
し
、
約
16
億
円
を
基

金
に
積
み
立
て
た
が
、低
賃
金
、低

年
金
の
中
、
急
激
な
物
価
高
騰
で

多
く
の
市
民
が
苦
し
ん
で
い
る
た

め
、
積
立
て
な
ど
の
一
部
を
活
用

し
、
よ
り
一
層
市
民
の
暮
ら
し
を

応
援
す
る
施
策
を
行
う
べ
き
だ
っ

た
と
考
え
る
。学
校
給
食
費
は
、半

額
補
助
の
取
り
組
み
が
継
続
さ
れ

た
が
、
早
期
の
完
全
無
償
化
実
現

と
併
せ
、
自
校
調
理
方
式
へ
の
転

換
に
向
け
た
準
備
を
す
す
め
る
こ

と
を
求
め
る
。（
仮
称
）総
合
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
構
想
は
足
踏
み
状

態
だ
が
、
早
期
に
実
現
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。
就
学
援
助
制
度

が
改
悪
さ
れ
、
対
象
人
数
が
３
分

の
２
に
減
っ
た
が
、
子
育
て
支
援

に
逆
行
す
る
た
め
、
元
の
制
度
に

戻
す
こ
と
を
求
め
る
。
ま
ち
づ
く

り
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

他
、
別
の
方
法
も
駆
使
し
て
市
民

の
意
向
を
把
握
す
る
努
力
を
す
べ

き
で
あ
る
。
中
心
市
街
地
の
再
開

発
は
、
市
民
が
求
め
て
い
る
も
の

は
何
か
を
、
今
か
ら
で
も
把
握
し

直
す
こ
と
を
求
め
る
。
光
綾
公
園

は
、
有
料
化
し
て
市
民
が
い
つ
で

も
憩
え
る
公
園
で
な
く
な
る
こ
と

か
ら
、有
料
化
の
撤
回
を
求
め
る
。

軍
事
基
地
を
市
の
資
源
と
し
て
活

用
す
る
発
想
は
、
植
民
地
的
な
従

属
関
係
の
容
認
に
つ
な
が
る
。
あ

や
せ
っ
子
日
米
交
流
事
業
を
中
止

す
る
と
と
も
に
、基
地
の
整
理･

縮

小
・
返
還
を
強
く
打
ち
出
し
、
不

平
等
な
日
米
地
位
協
定
を
抜
本
的

に
改
正
す
る
運
動
を
起
こ
す
こ
と

を
求
め
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

�

（
日
本
共
産
党
あ
や
せ
）

●
令
和
５
年
度
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
利
用
者
と
公
共
施
設
・
商

業
施
設
な
ど
の
利
用
者
、
地
域
交

通
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

に
よ
り
収
集
し
た
意
見
を
基
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ル
ー
ト
見

直
し
や
新
た
な
移
動
手
段
を
比
較

検
討
し
、
運
行
計
画
素
案
を
作
成

し
た
こ
と
や
、（
仮
称
）
綾
瀬
市
総

合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本

構
想
を
策
定
し
た
こ
と
は
評
価
す

る
が
、
特
に
次
の
３
点
は
賛
成
で

き
ず
意
見
を
述
べ
る
。
１
点
目

に
、
早
川
中
央
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、
巨
大
な
物
流
倉
庫
が
建
設

さ
れ
る
こ
と
に
反
対
す
る
住
民
運

動
が
起
こ
っ
た
が
、
建
設
を
進
め

て
い
る
。
地
権
者
の
意
向
だ
け
を

聞
き
、
住
民
の
生
活
環
境
の
悪
化

に
目
を
向
け
な
か
っ
た
た
め
、
市

政
運
営
に
禍
根
を
残
す
結
果
と
な

っ
た
。
今
後
、
土
地
区
画
整
理
事

業
を
進
め
る
際
は
、
市
が
組
合
と

住
民
と
の
間
に
入
っ
て
調
整
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
２
点

目
に
、
中
心
市
街
地
再
編
は
、
出

店
す
る
テ
ナ
ン
ト
が
決
定
し
た

が
、
市
民
が
利
用
し
て
い
る
業
種

が
な
く
な
る
と
と
も
に
、
建
物
間

を
２
階
で
つ
な
ぐ
通
路
も
な
く
な

り
、買
い
物
が
不
便
に
な
る
。こ
れ

は
、
新
た
な
商
業
の
誘
致
や
、
生

活
利
便
性
の
向
上
に
な
ら
ず
、
進

め
方
の
見
直
し
を
求
め
る
。
３
点

目
に
、
あ
や
せ
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン

は
、
当
初
、
無
料
を
前
提
に
事
業

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
無
料
で
市

民
が
気
軽
に
行
け
る
こ
と
こ
そ
魅

力
が
あ
る
と
考
え
る
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

※
（　

）
は
、
会
派
名
で
す
。
記

載
の
な
い
も
の
は
、
会
派
を
組
ん

で
い
な
い
議
員
の
意
見
で
す
。

令和 6年（2024年）11月 第205号あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り （ 2）


